
四

専
攻
学
科
目　

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学

生　

年　

月　

昭
和
一
八
年
一
一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
一
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業

同　

四
六
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

四
六
年　

三
月 
理
学
博
士

同　

四
九
年　

三
月 
東
京
大
学
理
学
部
助
手

同　

四
九
年　

六
月 
東
京
大
学
理
学
部
附
属
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
実
験
施
設
助
手

同　

五
〇
年　

一
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
助
手

同　

五
四
年
一
〇
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
助
教
授

同　

六
一
年　

三
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
ト
リ
ス
タ
ン
計
画
推
進
部
教
授

同　

六
二
年　

五
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
物
理
研
究
部
教
授

平
成　

三
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
物
理
研
究
部
研
究
主
幹

同　
　

九
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
研
究
主
幹

同　

一
五
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
企
画
調
整
官

同　

一
八
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
理
事
（
平
成
二
四
年
三
月
ま
で
）

同　

一
八
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
長
（
兼
任
、
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

髙た
か　

﨑さ
き　

史ふ
み　

彦ひ
こ



二
二

理
学
博
士
髙
﨑
史
彦
氏
の
﹁
Ｂ
中
間
子
系
に
お

け
る
Ｃ
Ｐ
対
称
性
の
破
れ
の
研
究
﹂
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

　

髙
﨑
史
彦
氏
は
︑
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
お
よ
び
そ
の
組
織
を
引
き

継
い
だ
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
︵
以
下K

EK

と
表
記
︶
に
お
い
て
︑

一
貫
し
て
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
の
実
験
的
研
究
に
携
わ
り
︑
研
究
を
主
導
し

て
き
た
︒
特
に
︑K

EK

に
お
い
て
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
加
速
器
を
用
い
た
Ｂ
中

間
子
系
の
精
密
実
験
を
行
う
こ
と
を
提
唱
し
︑
こ
の
実
現
に
向
け
て
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
︒
さ
ら
に
︑
こ
の
実
験
に
お
い
て
国
際
共
同
実
験
チ
ー
ム

B
elle

を
率
い
て
︑
Ｃ
Ｐ
対
称
性
の
破
れ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
と
い
う

世
界
的
成
果
を
挙
げ
た
︒

　

自
然
法
則
が
粒
子
と
反
粒
子
に
対
し
て
非
対
称
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
Ｃ

Ｐ
対
称
性
の
破
れ
は
︑
一
九
六
四
年
に
ク
ロ
ー
ニ
ン
︑
フ
ィ
ッ
チ
ら
に
よ
り
︑

中
性
Ｋ
中
間
子
の
崩
壊
現
象
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
︒
し
か
し
︑
実
験
的
証
拠

は
Ｋ
中
間
子
系
に
限
ら
れ
︑
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
で
あ
っ
た
︒
理
論
的
に

は
︑
一
九
七
三
年
に
小
林
誠
と
益
川
敏
英
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
六
元
ク
ォ
ー

ク
模
型
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
が
︑
長
い
間
そ
の
実
験
的
検
証
に
は
至

ら
な
か
っ
た
︒
よ
う
や
く
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
な
っ
て
︑K

EK

と
米

国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
線
型
加
速
器
セ
ン
タ
ー
︵SLA

C

︶
に
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

加
速
器
が
建
設
さ
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
実
験
チ
ー
ム
︑B

elle

︵K
EK

︶
お
よ
び

B
aB

ar

︵SLA
C

︶
に
よ
る
検
証
実
験
が
始
ま
っ
た
︒

　

Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
︑
電
子
と
陽
電
子
を
衝
突
さ
せ
︑
Ｂ
中
間
子
と
そ
の
反

粒
子
の
対
を
大
量
に
生
成
す
る
︒
生
成
さ
れ
た
Ｂ
中
間
子
と
反
Ｂ
中
間
子
の
崩

壊
様
式
の
違
い
が
Ｃ
Ｐ
対
称
性
の
破
れ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
︒
Ｂ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
特
化
さ
れ
て
お
り
︑
衝
突
す
る
電
子
と
陽
電
子
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
異
な
る
な
ど
︑
特
殊
な
設
計
が
な
さ
れ
た
加
速
器
で
あ
る
︒
ま

た
測
定
器
に
は
数
十
ミ
ク
ロ
ン
の
精
度
で
崩
壊
位
置
を
決
定
す
る
な
ど
高
度
な

技
術
が
要
求
さ
れ
る
︒

　

両
チ
ー
ム
は
︑
一
九
九
九
年
に
実
験
を
開
始
し
︑
二
〇
〇
一
年
に
Ｂ
中
間
子

系
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
対
称
性
の
破
れ
を
発
見
し
た
︒
こ
れ
は
Ｋ
中
間
子
系
以
外
で

は
初
め
て
の
Ｃ
Ｐ
対
称
性
の
破
れ
の
現
象
の
発
見
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
両
チ
ー

ム
は
精
密
実
験
を
続
け
︑
定
量
的
な
測
定
か
ら
︑
小
林
・
益
川
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
正
し
い
こ
と
を
実
験
的
に
証
明
し
た
︒
こ
の
実
験
結
果

は
素
粒
子
の
標
準
模
型
の
確
立
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
︒

　

髙
﨑
氏
は
︑
一
九
七
五
年
に
︑
発
足
間
も
な
い
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究

所
に
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
後
︑
陽
子
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
に
よ
る
実
験
に
従

事
し
︑
我
が
国
最
初
の
荷
電
Ｋ
中
間
子
ビ
ー
ム
に
よ
る
核
子
衝
突
実
験
を
推
進



二
二

し
た
︒
一
九
八
〇
年
代
に
は
︑
当
時
と
し
て
は
︑
世
界
最
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

子
・
陽
電
子
衝
突
型
加
速
器
ト
リ
ス
タ
ン
を
用
い
たV

EN
U

S

実
験
に
参
加

し
︑
初
代
実
験
代
表
者
と
し
て
︑
測
定
器
の
設
計
・
建
設
︑
実
験
の
遂
行
に
主

導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
こ
の
実
験
は
︑
強
い
相
互
作
用
に
お
け
る
漸
近
的

自
由
性
の
検
証
な
ど
素
粒
子
の
標
準
模
型
を
確
立
す
る
う
え
で
の
種
々
の
重
要

な
成
果
を
あ
げ
た
︒

　

次
い
で
︑
髙
﨑
氏
は
ト
リ
ス
タ
ン
の
後
継
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
Ｂ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
計
画
を
提
唱
し
た
︒K

EK
で
は
︑
こ
の
提
案
を
具
体
化
す
る
た
め
に

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
作
ら
れ
︑
数
年
間
の
検
討
を
経
てK

EK
B

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
結
実
し
た
︒
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑
同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た

SLA
C

の
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
素
粒
子
物
理
学
実
験
史
上
ま
れ

に
見
る
厳
し
い
競
争
と
な
っ
た
が
︑
同
氏
は
実
験
物
理
学
に
対
す
る
広
い
見
識

と
︑
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
数
々
の
困
難
を
克
服
し
︑
実
験
を
成
功
に
導

い
た
︒
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
の
成
功
は
︑
わ
が
国
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
に

お
け
る
画
期
的
成
果
で
あ
り
︑
髙
﨑
氏
の
熱
意
と
努
力
な
し
に
こ
の
成
功
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
︑
多
く
の
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

K
EK

の
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
は
︑
Ｂ
中
間
子
の
さ
ま
ざ
ま
な
Ｃ
Ｐ
対
称

性
の
破
れ
や
希
崩
壊
現
象
の
発
見
な
ど
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
二
〇
一
〇
年
に

一
旦
終
了
し
︑
現
在
はSuperK

EK
B

/B
elleII

と
し
て
︑
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実

験
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
こ
れ
に
は
世
界
の
約
一
〇
〇
の
大
学
・
研

究
機
関
か
ら
六
〇
〇
名
を
超
え
る
研
究
者
が
参
加
し
︑
こ
の
分
野
で
世
界
を
牽

引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
︑
こ
れ
も
髙
﨑
氏
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た

Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
の
成
功
に
依
っ
て
い
る
︒

　

髙
﨑
氏
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
の
副
所

長
︑
所
長
︑
さ
ら
に
同
機
構
の
理
事
を
歴
任
し
︑K

EK

に
お
け
る
研
究
全
般

に
対
し
て
も
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
︒
ま
た
︑
Ｂ
中
間
子
に
お
け
る
Ｃ
Ｐ
対

称
性
の
破
れ
の
発
見
の
功
績
に
対
し
︑
二
〇
〇
一
年
に
仁
科
記
念
賞
︑
二
〇
一

〇
年
に
折
戸
周
治
賞
を
受
賞
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
二
〇
一
六
年
の
米
国
物
理
学

会
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
賞
を
受
賞
し
た
︒
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